






申（二〇一六年一二月）では、子供たちの学力に関する今後の課題として、情報を的確に理解し、自分や集団の考えの形成に生かしていくことが、その一つとして挙げられている。子供たちがこれから生活していく社会において、よりよく生きていく上で、既存の知識や経験を生か 、他者とともに新たな価値を創造していく力が必要不可欠であると考えられるからである。そのために国語科では、言葉による見方・考え方を働かせながらテキストに向き合い、多様な情報や考えを理解して、文章や発話により表現したり、個人や集団 しての考えを形成したり ための言語能力を育成していくことが求められている。　
このことは、平成二十年告示の学習指導要領においても
読むことの 育成についての指導事項として挙げられて
























いう形で行われることが多かった。そうした活動自体は決して否定されるものではないが、単に、感想を発表しましょうね、と子供に呼びかけるだけでは、個々の子供が考えを形成するために十分な働きかけができていたとは言い難い。また、感想文を書いて交流しようとい 言語活動を設定し、課題意識を醸成させたり、感想文の書き方を指導したりすることが行われたとし も、個々の子供の感じたことや考えたことが感想の中身に表れていない、感想が表面的になってしまう いった声が聞かれてきた。これは、読んで捉えた内容から子供の感想をたがやしながら引き出すという面での支援が十分行えて なかった結果ではないだろうか。　
岡本夏木（一九八四）は、幼児期や入門期の子供の言語


































































































得た感想をもとに学習課題「心に残る場面について話し合って考えよう」を設定する。その後、二次において、感想を集約した四つの心に残る場面について、その理由を話し合いながら解決していく 三次では、新たに「お話を読んで分かったことと自分のことをくらべて考えたことを、お家の人へ伝えよう」という学習課題をもって学習活動 進めていく。子供の意識と学習目的に合わせ 課題 一次と三次に分け 設定す
－ 19 －






























に確かめたいという意識が生まれた。そこで本時のめあてを「お話の設定を確かめて初めの感想を書 う」とした。教師の範読を行った後、登場人物や物語が進行していく場所、季節について問いかけを行いながら確かめていった。その後、「心に残るところ」につて教科書の本文に印を付けるという方法で初めの感想をもつようにした。 「心に残るところ」とは、 「どうしてかな」 「 くわかるよ」 「うらやましいな」 すごいな」という思いをもつところだというこ を確認した上で教科書本文に印を付ける時間をとった。印を付けた後でノートにも感想を記述する時間をとった。最後に学習のまとめとして、
【第一次第２時　板書】
－ 21 －




いて学習を進めた。ワークシートに掲載する本文の範囲については、場面にわけるということではなく、それぞれの学習課題主に関連する範囲をその時間 ワークシート 掲載した。したがって、掲載される本文ついては重なり出るものになっている。また、二次で用いるワークシート三枚を貼り合わせて用いるようにしておくことで、前の場面や先 場面につ ても読みながら考えら るようにした。実際の授業の進行は以下 通りである。　
まず、本時のめあてである二つの感想をすみれちゃ





おり、本クラスでは困った時は友達 相談しながら考えるという意識が強くなっている 故のことであ 。相談タイムの後は、挙手が増え「妹に対してやさ い気持ちがもててい から」 「おこったら妹がかわいそうだから」 「おこったらお母さんに怒られるから」 「おねえさんだからがまんし んだよ」とい 意見 出された。出された意見を板書に位置付けた後 「みんなの意見をまとめるとどうなるの な と教師が投げかけ、もう一度 集約して考え を促した。子供はそのタイミングでも相談した 、あるいは自分で考えたりして、 「すみれちゃん やさしいお姉さんで、我慢強くてえらいお姉さんだ」という考えとしてまとめることができた。学習のまとめですみれちゃんについてよくわかったことについ まめの欄に記述を行った。すみ ちゃんのお姉さんらしい姿について読み深めることができた時間となった。
について考える》　
第１時で用
















らは、 「どうしてさっきまで泣きそうで怒りそうだったのに急に笑ったのか考えながら音読しようね」と投げかけた。音読後、ワークシートの空欄にどうしてすみれちゃんが笑ったのか、その理由について書く時間を設けた。そして 書き込みについて発表をしながら板書に子供の考えを位置付け いった。最初は「かりんちゃんがかいた絵がおもしろかったから笑った」といった考えが出たが、その後「ぐちゃぐちゃの絵 かわいく見えてきた」に着目 、かりんちゃんの指さしたコスモスや「ぐちゃぐ もの」を「じっと。ずっと」見ていたら、 「かりんちゃんがコスモス かいたことがわかってきたからすみれ はわら 」という考えにまとまってきた。そこで教師 前の時間に子供が発言した「 たずら」という言葉を取り上げ、「かりんちゃんは、いたずらでノートにかいたのか」と問いかけると「い ずらではなくてお花をかこうと
【第二次第３，４時　ワークシート】
－ 24 －
いて、そのことが国語の学習としてとても大切であること、すなわち、読むだけでなく、読んで考えたことを表現すること 大切さを伝えた。そして、 「みんなはそれができそうだから、考えたことを先生やお家の人に知らせて欲しいな」と投げかけた。そして、新たに大きなめあて して「すみれちゃんのお話 読んで自分のこととくらべて考えたこ を知らせよう」を設定した。やや教師主導の投げかけにはなってしまったが、子供自身が出来そうだという気持ち 失わないように、かつ国語科で求 られる力が身に付けられる学習を展開していきたいとの思いを込めてのことである。こうした展開の是非については後述で考察を加えたい。　
その後、子供
たちへは、書く前にまず自分の今までのことをしっかりと思い出してみようと




































を置いたものである。従って、研究の提案性については主に第三次の内容がそれに当たるところではあるが、「考えの形成」を図るにあたっては 第二次で物語の内容が確か 読めていることが前提とな 考えて実践を行ってきた。その点からまずは、第二次の内容について考察を加えたい。　
第二次については、第一次で子供が捉えた直観的感







つは、経験の掘り起こしであり、もう一つはマトリクスを用いたワークシートである。一つ目の経験の想起について 概ね有効に機能 たと考え 互い 経験について交流することも有効 った。友達 発言に触発されて、 「そういえば、ぼくも・ ・ ・」といった想起につながる場面も見られた。学級の子供 ち 経験は千差万別である。それを少しでも揃えた上で次のステップへ進むという点については今後も大切にしい。　
一方で思考マトリクスシートについては、反省点の
多い支援であった。子供の「内なる言葉」や「一次的ことば」を経験の想起からマトリクス よっ 掘り起こしたり耕したりすることをねらったが 子供の姿を見取る限り十分ではなかった。その原因の一つは、マトリクスを書く際に、その前時の経験 想起と ながりにくかった である。一日置いただけではあった
















が、時間的な問題というより、子供の意識がつながらなかったと感じている。教師の側としては、つなげて考えていたのだが、子供にとってその意識が低かったようである。今後はそこを同時に行うこ で子供の意識がつながる展開も考えていきた 。また もう一つの原因は思考マトリクス自体にあったと考える。今回の実践では、書き方を子供に伝えると もに、例示を示して書き込む見通しをも せたつもりであったが、書き込むにあたって予想以上に困難を示す子供が多かった。特に主観的な記述を求めた後に客観的に捉え直すような過程を組み込んでいたところで混乱が広がった。教師側としては、難しい子供については、省略して書き進めることを想定していた 初めて取り組んだ活動であることも影響 、鉛筆が止まってしまう子供が少なくなかった。子供の発達段階や実態を十分考慮してマトリクスを構成することの重要性 痛感させられた。ただ、そ した問題点 解決 けば、たとえ低学年であったとしても、有効な取り組みであり得る可能性も感じられた。思考力・判断力といったコンピテンシーを身に付けていくにあたっては、思考の方法を ことが大切である。今回の反省大きな糧として今後も、子供が思考し、自らの考えを自らのものとして形成していくこと できる実践を積
